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各ウェルに 100μLのDetection solution (調製は7-2に記載)を添加し、
プレートを軽く攪拌する。

インキュベーター（35℃）にて30分間加温する。

プレートリーダーにて相対発光値（RLUs: Relative Light Units ）を測定す
る※。

Step3. Detection solutionの添加

Step4. EP solutionの添加

Step5. 相対発光値の測定

Step1で温めたマイクロプレートの各ウェルに 50μLのControl(Sampleを溶
解した溶媒)、Standard (調製は7-1に記載)、Sample (調製は6に記載)を添加
する。

Step2. Sampleの添加

サンプルは事前にスタンダードの範囲内の測定値となるように希釈検討を
行うことを推奨する。

※ウェルあたりの測定時間：1000ms

ご使用する機器のよって検出感度が異なりますので事前にゲイン調整等
の検出感度の検討を行ってください。

サンプルの評価濃度は添加した溶液濃度の１／４濃度となる。

Step1. インキュベーターおよびプレートの加温

インキューベーターを35℃にセットする。 一重項酸素の発生量を最も多くするために庫内温度を確実に
35℃にすること。実際の庫内温度を温度計等で35℃になっていることを確認することを推奨する。

付属のマイクロプレートを35℃に温める。

EP solutionを調製する（調製は7-3に記載）。調整後に各ウェルに 50μLの
EP solution を添加し、プレートを軽く攪拌する。

インキュベーター（35℃）にて15分間加温する。

加温機能付きプレートリーダーのときは35℃に設定したプレートリーダー中
でプレートを15分間加温しそのまま相対発光値を測定する。








